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東京地下鉄株式会社（本社：東京都台東区、代表取締役社長：山村 明義、以下「東京メトロ」）は、世界の鉄

道事業者向けのオンライン講座「Tokyo Metro Academy」を開講し、これまで東京メトロが培ってきた都市鉄道に

おける安全・安定運行実現のための鉄道運営のノウハウや経験を紹介いたします。オンライン講座により、事業

者が抱える様々なニーズに応え、世界の鉄道事業の発展を通じ、持続可能な社会の実現に貢献することを目的と

しています。 

 

2022年 3月「運転分野：列車運行における定時性の効果的な改善手法」（申込受付中） 

2022年 8月以降 鉄道事業及び関連事業に関する 7講座を順次開催予定（2022年 4月申込受付開始予定） 

東京メトロは、これまでも、安全・安定・高密度という輸送を支えてきた都市鉄道における運営・維持管理の

ノウハウや経験を活かし、世界の鉄道事業者にさまざまな技術協力や支援を行ってきました。 

また、2021年 6月に世界の鉄道関係者を対象とし、当社の取組みのエッセンスを紹介する無料のオンライン講

座を開催したところ、世界 34か国から 590名の参加があり、関心の高さを把握することができました。 

このような実績を踏まえ、今後「Tokyo Metro Academy」を継続的に有料で開催し、世界の鉄道関係者を対象

に、東京メトロの取組みに関する講義のほか、当社の専門家を交えたディスカッションを行い、参加者からの

様々な疑問にお答えします。 

詳細は別紙をご参照ください。 

世界の鉄道事業者向けオンライン講座「Tokyo Metro Academy」を開講します！ 

初回は 2022 年 3 月に運転分野で開催 

「Tokyo Metro Academy」 開催予定 

～世界に鉄道運営のノウハウや経験を紹介～ 



オンライン講座「運転分野：列車運行における定時性の効果的な改善手法」 詳細 

 

１ 講義内容 

  

  東京メトロの最混雑路線である東西線において、列車遅延の調査結果に基づく各種の対策（バッファインデッ 

 クス＜列車遅延の質の評価指標＞による分析、ダイヤグラム見直し、駅オペレーション変更、各設備改良）を組 

み合わせたことで、列車運行の定時性を改善した一連の流れについて紹介します。 

 

講座内容 

（予定） 

運転概要 

輸送計画基礎 

遅延の評価分析手法 

遅延改善の対応 

✓ソフト面（ダイヤグラム、駅オペレーション） 

✓ハード面（信号、車両、駅設備） 

ディスカッション、質疑応答、アンケート 

 

２ 開催日 

  2022年 3月 3日（木）、10日（木）、17日（木）の計 3日間（各日同内容） 

 2022年 3月 3日 
(ｱｼﾞｱ時間帯向け開催) 

2022年 3月 10日 
（欧州・ｱﾌﾘｶ・中東時間帯 

向け開催） 

2022年 3月 17日 
（北中南米時間帯向け開催） 

日本標準時 

(UTC+9) 
15:00 - 18:00 19:00 - 22:00 7:00 - 10:00 

インドシナ時間 

(UTC+7) 
13:00 - 16:00※ 17:00 - 20:00 5:00 - 8:00 

中央ヨーロッパ時間 

(UTC+1) 
7:00 - 10:00 11:00 - 14:00※ 

23:00 - 26:00 

(3月 16日) 

東部夏時間 

(UTC-4) 
- - 

18:00 - 21:00※ 

(3月 16日) 

東部標準時 

(UTC-5) 
1:00 - 4:00 5:00 - 8:00 - 

※…各時間帯受講推奨時間 

３ 参加対象者 

 世界の鉄道関係者（鉄道事業者、サプライヤー、コンサルタント、政府機関、教育・研究機関等の管理職・

実務者）＜日本国内からの参加も可能ですが申込み等は英語のみとなります。詳細は英語版プレスリリースを

ご確認ください。＞（英語版プレスリリース https://www.tokyometro.jp/lang_en/index.html） 

 

４ 使用言語 

  英語のみ 

 

５ 開催方法 

  オンライン講義 

別紙 

https://www.tokyometro.jp/lang_en/index.html

